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「
矢
嶋
楫
子
、
ピ
ア
ソ
ン
邸
来
訪
一
〇
五
年
記
念
上
映
会
」
の
事
業
案
内

！

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

あ
な
た
は
使
命
を
持
っ
て

生
き
て
い
ま
す
か
？

い
ま
、
な
ぜ

矢
嶋
楫
子
な
の
か
？

い
ま
だ
に
女
性
蔑
視
が
な

く
な
ら
な
い
日
本
で

映
画
「
わ
れ
弱
け
れ
ば　

矢
嶋
楫
子
伝
」
が
私
た
ち

に
伝
え
る
も
の

　

天
保
に
生
ま
れ
、
明
治
・
大
正
時
代
に
生
き
た
女
性
解
放
運
動
の

先
駆
者
、
矢
嶋
楫
子
。

　

三
浦
綾
子
著
「
わ
れ
弱
け
れ
ば 

矢
嶋
楫
子
伝
」
を
原
作
に
、
女
性

の
地
位
向
上
に
尽
く
し
た
矢
嶋
楫
子
の
生
涯
を
映
画
化
す
べ
く
、「
今

こ
そ
」
と
メ
ガ
ホ
ン
を
と
る
の
は
、
日
本
最
高
齢
、
90
歳
の
女
性
映

画
監
督
、
山
田
火
砂
子
で
あ
る
。

　

常
盤
貴
子
演
じ
る
主
人
公
、
楫
子
は
女
子
学
院
や
キ
リ
ス
ト
教
矯

風
会
を
作
り
、
一
夫
一
婦
制
、
婦
人
参
政
権
、
禁
酒
、
廃
娼
運
動
、

ア
メ
リ
カ
で
の
軍
縮
会
議
に
参
加
な
ど
数
多
く
の
功
績
を
残
す
。
著

者
、
三
浦
綾
子
が
、「
も
っ
と
早
く
に
、
矢
嶋
楫
子
を
知
っ
て
い
た

な
ら
ば
、
私
の
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
」
と
い
う
言
葉
も
残

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
知
的
障
害
児
教
育
の
母
、
石
井
筆
子
を

描
い
た
、
常
盤
貴
子
主
演
「
筆
子
・
そ
の
愛
ー
天
使
の
ピ
ア
ノ
」
や
、

日
本
初
の
女
性
医
師
、
荻
野
吟
子
の
生
涯
を
描
い
た
、
若
村
麻
由
美

主
演
「
一
粒
の
麦　

荻
野
吟
子
の
生
涯
」
な
ど
、
明
治
大
正
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
女
性
達
を
映
画
化
し
て
き
た
山
田
監
督
。

　

矢
嶋
楫
子
が
、
盟
友
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
館
を

訪
問
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
１
０
５
年
前
の
大

正
６
（
一
九
一
七
）
年
の
９
月
で
あ
っ
た
。
そ

の
頃
、
北
見
（
当
時
野
付
牛
町
）
で
は
、
遊
郭

設
置
反
対
運
動
の
真
っ
最
中
で
も
あ
っ
た
。
矢

嶋
楫
子
は
、
三
日
間
滞
在
し
病
気
を
押
し
て
三

度
の
講
話
で
「
廃
娼
運
動
」
に
つ
い
て
聴
衆
に

語
り
か
け
た
。
そ
の
事
が
功
を
奏
し
た
の
か
、

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
野
付
牛
町
の
婦
人
た
ち
の
粘

り
強
い
運
動
が
実
り
、
全
国
で
も
珍
し
く
こ
の

町
に
は
遊
郭
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

反
対
運
動
が
勝
利
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
北
見
で
矢
嶋
楫
子
来
訪
一
〇
五
年
記
念

の
年
に
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
自
主
事
業
と
し
て

こ
の
映
画
を
実
施
で
き
る
事
に
感
謝
し
た
い
。

今年の３月、札幌で試写会の様子を伝える北海道新聞記事
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「香りを編む」（ハーブ部会の共同制作）

　

会
報
第
１
０
４
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
ピ
ア
ソ
ン
会
に
ハ
ー
ブ
部
会

が
誕
生
し
た
の
は
２
０
１
５
年
９
月
で

し
た
。「
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン
」
第

８
回
講
座
で
、
増
井
五
夜
子
講
師
・
小

林
清
美
講
師
を
招
き
、「
和
ハ
ッ
カ
で

リ
ー
ス
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」
講
座
が

そ
の
始
ま
り
で
し
た
。
以
来
、
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
の
た
め
、
ピ
ア
ソ
ン
会
活
動

ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
と
し
て
、「
ハ
ー
ブ
部

会
」
を
設
け
、
各
種
の
講
座
の
実
施
や
、

来
館
者
の
た
め
の
リ
ー
ス
の
展
示
、
ピ

ア
ソ
ン
の
庭
に
所ゆ

か
り縁
の
あ
る
木
の
実
や

花
を
使
っ
た
グ
ッ
ズ
の
開
発
な
ど
、
魅

力
あ
る
ピ
ソ
ン
記
念
館
活
動
に
尽
力
し

て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
長
南
幸
子
部
会
長
を
は
じ

め
、
増
井
講
師
、
小
林
講
師
、
花
田
眞

由
美
講
師
・
渡
部
恵
子
講
師
・
斎
藤
順

子
講
師
、
補
助
の
河
田
・
神
田
ピ
ア
ソ

ン
会
理
事
の
総
勢
８
名
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
８
名
の
作

品
展
を
、「
葉
月
展
」
と
し
て
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

期
間
は
、
８
月
２
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
で
、
ハ
ー
ブ
部
会
全
員
の
作
品
出

展
数
は
24
点
、
ど
れ
も
力
作
で
し
た
。

展
示
構
成
は
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
常

設
展
示
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

壁
面
・
テ
ー
ブ
ル
の
上
・
机
や
椅
子
の

上
な
ど
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
来
館
者
の

目
の
保
養
に
な
れ
ば
と
の
企
画
で
し
た
。

　

来
館
者
に
は
と
て
も
評
判
が
良
く
、

「
期
間
限
定
で
な
く
こ
の
ま
ま
展
示
で
き

る
も
の
は
展
示
し
た
ま
ま
の
方
が
い
い

の
で
は
？
」
と
、
お
褒
め
の
言
葉
？
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
だ
っ
た
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
ま
だ
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

一階展示室の壁や机の上に展示

二階応接室の壁やテーブルの上に展示

第 35 回文化サロン de ピアソン
「モイストポプリ作り講習会」終了！

　

昨
年
の
９
月
に
予
定
し
た
「
モ
イ
ス
ト
ポ
プ
リ
講

習
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
臨
時
休
館
に
よ
り
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
本
年
は
９
月
14
日

水
曜
日
に
予
定
通
り
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

従
来
の
講
習
会
は
週
末
の
土
・
日
実
施
で
し
た
が
、

今
回
初
め
て
平
日
開
催
を

試
み
ま
し
た
。
結
果
的
に

は
、
土
日
に
は
参
加
が
難

し
い
方
で
、
当
記
念
館
講

習
は
初
参
加
の
方
ば
か
り

の
受
講
で
し
た
。
今
後
、

年
に
一
度
は
平
日
講
習
会

も
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

午
前
午
後
と
、
和
気
藹
々

に
思
い
想
い
の
香
り
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
モ
イ
ス
ト
ポ

プ
リ
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

窓
枠
工
事
、
予
定
部
分
ほ
ぼ
終
了
！

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
当
館
窓
の
開
閉
は
、
独
立

式
ダ
ブ
ル
ハ
ン
グ
型
方
式
と
い
う
特
殊
な
形
式

に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
館
と
し
て
復
元
す
る

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
改
修
工
事
以
来
、
手
付

か
ず
で
あ
っ
た
窓
枠
修
繕
を
今
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
記
念
館
と
し
て
51
年
間
開
閉
し
て
き
た
窓
の

一
部
分
で
は
、
重
り
を
吊
る
し
て
い
る
ロ
ー
プ
が

切
れ
開
閉
が
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
こ
の
修
繕

工
事
で
開
閉
が
で
き
る
状
態
に
復
元
し
ま
し
た
。

【
写
真
左
】
窓
枠
を
開
け
る
と
重
り
が
見
え
る
。

【
写
真
下
】
修
繕
工
事
の
様
子
。

【
写
真
中
】
取
り
出
さ
れ
た
重
り
の
一
種
類
。

受講前、講師の説明を聞く参加者

モイストポプリなど小物も展示
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投
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
：
北
原
俊
之

　
ピ
ア
ソ
ン
寮
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
つ
か
の
こ
と
　

 

北
見
北
斗
高
校

　 

開
校
一
〇
〇
周
年

 

と
学
生
寮

 

ピ
ア
ソ
ン
寮
の
こ
と

　「
北
斗
寮
」
の
こ
と

　
北
斗
高
校
同
窓
会
報
第

  

二
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ピ

  

ア
ソ
ン
寮
」
を
語
る
記
事

北見北斗高等学校　同窓会報　第 2 号　昭和 42 年３月 12 日発行

【
編
集
者
よ
り
の
訂
正
】

・
大
正
十
五
年

0

0

0

0

0

と
あ
る
が
大
正
十
三
年

5

5

5

5

5

が
正
。

・
昭
和
四
年

0

0

0

0

と
あ
る
が
昭
和
三
年

5

5

5

5

が
正
。

寄
宿
舎

　

創
立
当
時
の
生
徒
は
北
見
管
内
よ
り

集
っ
て
い
た
が
、
下
宿
屋
も
稀
で
寮
の

必
要
性
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
。
布
教
の

た
め
に
滞
町
し
て
い
た
米
人
宣
教
師
ピ

ア
ソ
ン
氏
か
ら
宿
舎
提
供
の
申
出
あ
り
、

ピ
ア
ソ
ン
寮
と
呼
ば
れ
る
寮
が
建
っ
た

の
は
大
正
十
五
年

0

0

0

0

0

、
十
二
畳
二
間
と
八
畳

一
間
を
持
ち
常
時
十
余
名
の
生
徒
を
収

容
し
て
い
た
。
寮
提
供
の
条
件
は
た
っ

た
一
つ
、
佐
藤
初
代
校
長
自
身
が
舎
監

に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ピ
ア
ソ
ン
氏

が
昭
和
四
年

0

0

0

0

ま
で
滞
在
し
、
帰
国
に
際

し
て
こ
の
寮
を
学
校
に
寄
贈
さ
れ
ぬ
ま

ま
町
に
帰
属
し
て
し
ま
い
、
寮
に
不
自

由
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

寄
宿
舎
建
造
の
声
高
ま
り
多
く
の
人
た

ち
の
篤
志
寄
付
で
、
総
工
費
六
千
円
の

宿
舎
は
完
成
し
た
。
昭
和
四
年
十
一
月

で
あ
っ
た
。
学
校
一
帯
が
北
斗
ケ
丘
と

呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
「
北
斗
寮
」
と

名
ず
け
ら
れ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
出
典

「
北
見
北
斗
高
等
学
校　

同
窓
会
報　

第

２
号
」（
昭
和
42
年
３
月
12
日
発
行　

３

面
）：
▽
北
斗
高　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
～2021 .09.08

検
索
△

　

ア
イ
ダ
夫
人
の
書
簡

　

ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
宛

　

寮
生
と
の
営
み
や
関
わ
る
人
々

　

の
顔
が
生
き
生
き
と
伝
わ
る
記

　

録
と
写
真

【
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
宗
教
資
料
館
資
料
】

　

◎ PN
o.17 File 2

　 0112

～0113

　
　
　
　
　
野
付
牛
、
北
見
、
北
海
道
、
日
本

　
　
　
　
　
１
９
２
４
年
６
月
28
日

親
愛
な
る
ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
、

　
写
真
二
枚
を
そ
れ
ぞ
れ
小
封
筒
に
い

れ
て
送
り
ま
す
。
き
っ
と
写
っ
て
い
る

方
々
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
（
一
）
「
日
が
出
て
い
る
う
ち
に
干
し

草
を
作
り
な
さ
い
」
と
書
い
て
あ
る
一

枚
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ナ
ー
夫
妻
が
写
っ
て

い
ま
す
。
二
年
前
に
撮
影
し
た
も
の
で
、

私
た
ち
が
〔
療
養
休
暇
後
に
米
国
か
ら
〕

野
付
牛
に
戻
っ
て
き
た
ば
か
り
の
と
き

で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
に
写
っ
て
い

る
私
た
ち
所
有
の
こ
の
〔
広
い
〕
農
地

が
大
好
き
で
し
た
。

　
（
二
）
〔
二
枚
目
〕
そ
の
後
、
あ
の
広

い
農
地
の
大
半
を
売
り
払
っ
て
、
そ
の

土
地
代
金
の
半
分
ほ
ど
で
、
こ
の
〔
写

真
に
写
っ
て
い
る
〕
高
等
中
学
校
生
徒

用
寄
宿
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。
写
真
に

写
っ
て
い
る
大
勢
の
生
徒
た
ち
は
、
私

の
教
え
る
聖
書
講
読
会
の
生
徒
た
ち
で
、

英
語
で
の
講
読
会
は
、
毎
週
木
曜
日
に

こ
ち
ら
〔
こ
の
時
点
で
は
ピ
ア
ソ
ン
邸
〕

で
行
い
、
日
本
語
で
の
講
読
会
は
日
曜

日
に
教
会
で
行
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
と

は
「
紳
士
協
定
」
を
結
ん
で
い
て
、
「
日

曜
日
に
出
席
し
な
い
者
は
、
木
曜
日
に

参
加
で
き
な
い
」
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
、

木
曜
日
の
出
席
者
よ
り
も
日
曜
日
の
参

加
者
が
多
く
な
る
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
聖
書
講
読
会
の
参
加

生
徒
の
う
ち
五
名
が
洗
礼
を
受
け
ま
し

た
。
写
真
の
中
央
に
い
る
帽
子
な
し
の

男
性
は
、
中
学
校
の
校
長
先
生
で
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
優
れ
た
人
格
を

持
っ
た
方
で
、
私
た
ち
の
信
頼
で
き
る

親
し
い
友
で
す
。
彼
は
家
族
と
と
も
に
、

寄
宿
舎
の
端
の
一
角
に
住
み
込
ん
で
く

れ
る
予
定
で
、
寮
父
〔
舎
監
〕
も
務
め

て
く
れ
ま
す
ー
〔
彼
が
生
徒
の
生
活
全

般
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
と
す
る
と
〕

私
た
ち
は
、
そ
の
面
で
の
心
配
心
労
や

事
後
の
対
応
な
ど
を
気
に
せ
ず
、
諸
事

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
に

対
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
働
き
だ
け
に

専
念
で
き
る
の
で
す
。
〔
写
真
中
の
〕
大

人
四
人
は
先
生
で
、
一
人
を
除
い
て
み

な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
。
後
方
に
い
る

の
は
こ
こ
を
建
て
た
大
工
さ
ん
で
す
。

我
が
家
の
飼
い
犬
「
ジ
ッ
プ
」
と
私
の

と
な
り
に
い
る
二
人
は
、
ア
イ
ヌ
人
の

使
用
人
で
す
し
、
一
番
は
じ
の
小
柄
な

日
本
人
は
、〔
お
そ
ら
く
関
東
大
地
震
の
〕

震
災
遺
児
「
お
と
よ
さ
ん
」
で
す
。

寄
宿
舎
の
さ
ら
に
向
こ
う
に
見
え
る
の

は
、
「
三
柏
（
み
か
し
わ
）
」
と
呼
ば
れ

る
我
が
家
で
す
。
こ
れ
ら
寄
宿
舎
、
我

が
家
と
も
に
、
高
台
に
あ
る
た
め
眼
下

に
広
が
る
田
園
風
景
の
先
に
遠
く
の

山
々
ま
で
見
渡
せ
る
素
晴
ら
し
い
景
色

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。〔
ち
か
じ
か
〕

野
付
牛
を
離
れ
る
時
に
は
、
こ
の
寄
宿

舎
を
町
に
寄
付
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
具

　
　 

 
 
 
 

ア
イ
ダ
・
Ｇ
・
ピ
ア
ソ
ン

 　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
「
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
書
簡
・
レ
ポ
ー
ト
」

集
（2014

／11

／4

）
△p.146

：

◎ PN
o.17 File 2　

 0112

～0113

ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
ヘ
、
ミ
セ
ス
・

ピ
ア
ソ
ン
か
ら
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

 

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
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【
参
考
事
項
】

 

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
に
関
わ
る
人
物

 　

ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

 　
宣
教
師

　w
eb

サ
イ
ト

　
学
校
法
人
　
北
星
学
園

　
～
歴
代
宣
教
使
と
歴
代
理
事
長
～
よ
り

 
　
小
池
創
造
牧
師
の
遺
品
中
に
あ
っ
た
写
真

　
　
　
　
　

こ
の
写
真
は
、
前
記
書
簡
写
真
説
明
の
別
カ
ッ
ト
の
写
真
家
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

こ
の
写
真
に
は
、
三
柏
、
犬
が
写
っ
て
い
な
い
。　

す
く
な
く
と
も
同
じ
頃
に
撮
ら
れ
た
写
真
で
あ
り
、
人
物
は
ほ
ぼ
同
じ
か
。

ピアソン寮建築当時の貴重な写真（1924 年）

01 

ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
と
は

　
　Virginia M

argaret M
ackenzie

　
サ
ラ
・
ス
ミ
ス
在
任
中
の
最
後
の
頃

一
九
二
六(

昭
和
元)

～
一
九
二
九(

昭

和
四)

年
に
北
星
女
学
校
で
勤
務
し
た
宣

教
師
。

　

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
札
幌
の
サ
ラ
・
ス

ミ
ス
女
史
の
在
任
期
間
が
終
わ
り
に
近

い
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で

北
星
女
学
校
で
働
き
ま
し
た
。
出
身
は



５

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
教
育
は
米
国
の

オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
リ

ー
ド
大
学
で
受
け
卒
業
し
ま
し
た
。
ま

た
、
リ
ー
ド
大
学
で
は
、
大
学
院
助
手

と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
英

語
な
ど
の
科
目
を
教
え
る
な
ど
の
教
壇

に
立
つ
経
験
を
初
め
て
し
ま
し
た
。
教

育
宣
教
師
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
、

一
九
一
九
年
ま
ず
最
初
は
下
関
で
数
年
、

次
に
大
阪
で
働
き
ま
し
た
。

　

ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
北
星
女

学
校
に
転
任
し
高
校
で
教
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
彼
女
が
最
大
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
学
レ
ベ
ル

の
教
育
課
程
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
〔
彼
女
が
計
画
し
た
〕
教
育
課
程

が
〔
後
に
〕
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学

を
生
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
（
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
、1928.7.17

、p.1

～2

）。
マ

ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
修
辞
法
、Special 

Com
position

、文
学
、英
文
学
史
、歌
唱
、

体
育
の
科
目
を
担
当
し
ま
し
た
。
彼
女

の
指
導
に
よ
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
一

人
の
北
星
の
学
生
が
、
東
京
の
大
学
三

年
生
と
し
て
転
校
す
る
資
格
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
（
マ

ッ
ケ
ン
ジ
ー
、1928.4.30

、p.1

～2

）。

　

さ
ら
に
、
北
星
で
の
ミ
ス
・
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
の
働
き
に
は
、
札
幌
の
孤
児
院

の
子
供
た
ち
の
先
生
と
な
れ
る
よ
う

に
、〔
女
学
校
の
〕
生
徒
た
ち
に
指
導
す

る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
貧
困

や
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
経
験
し
た
子
供

が
い
た
わ
り
や
愛
情
あ
る
世
話
を
受
け

る
と
明
る
さ
を
取
り
戻
す
の
を
見
る
の

は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
こ

と
を
彼
女
は
語
っ
て
い
ま
す
（1929.3.

、

p.2

）。

　

北
星
で
教
育
の
仕
事
を
始
め
て
ま
も

な
く
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
前
任
の
多

く
の
宣
教
使
た
ち
に
も
よ
く
あ
っ
た
よ

う
に
、
な
か
な
か
治
り
づ
ら
い
健
康
上

の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
仕
事
に
支
障
を
き

た
す
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
時
に

は
両
腕
を
自
由
に
動
か
せ
な
く
な
る
ほ

ど
の
皮
膚
の
障
害
と
慢
性
的
な
顔
の
ひ

ど
い
ほ
て
り
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
症
状
が
続
い
て
い
た
た
め
、

彼
女
は
東
京
で
継
続
し
て
治
療
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
担
当
の
医
師
は
こ
の

症
状
は
北
海
道
の
寒
さ
と
乾
燥
し
た
気

候
が
関
係
し
て
い
る
と
見
立
て
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
女
は
、
札
幌
か

ら
山
口
に
転
任
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。〔
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
〕
彼
女
が

記
し
て
い
る
の
は
、「
こ
ん
な
に
素
敵
な

場
所
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

と
心
が
痛
み
ま
し
た
・
・
・
・
・
・
・
。」

（1930.1. 1.

）

　

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、

在
日
期
間
中
、
教
師
と
し
て
、
初
等
科

の
児
童
か
ら
高
等
教
育
の
学
生
ま
で
広

範
囲
の
年
齢
の
女
子
児
童
・
学
生
の
指

導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
在
職
四
〇
年
の

う
ち
の
三
十
四
年
間
を
、
下
関
、
大
阪
、

札
幌
、
東
京
の
各
学
校
で
教
育
に
あ
た

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
の
二
校

で
は
、
校
長
を
務
め
ま
し
た
。
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
女
史
は
、
一
九
四
二
年
に
宣
教

師
職
を
退
任
し
、〔
そ
の
後
の
〕
戦
時
中

は
伝
道
本
部
運
営
役
員
の
職
に
就
き
ま

し
た
。
一
九
四
六
年
再
び
宣
教
師
の
任

命
を
受
け
、（
こ
の
と
き
間
際
に
米
国
の

市
民
権
を
得
て
い
て
、〔
正
式
に
〕
米
国

人
と
し
て
）
再
度
日
本
に
派
遣
さ
れ
、

今
回
は
、
東
京
女
子
大
学
で
教
鞭
を
と

り
ま
し
た
。
ミ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、

在
職
中
に
は
、
話
を
す
る
こ
と
、
も
の

を
書
く
こ
と
、
仕
事
を
と
り
し
き
る
こ

と
な
ど
、
並
々
な
ら
ぬ
才
能
の
持
ち
主

だ
と
多
方
面
か
ら
の
評
価
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
一
九
五
九
年
、
日
本
政
府
か

ら
「
瑞
宝
章
」〔
序
列
四
位
の
勲
章
〕
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

02　

ホ
ワ
イ
ト
ナ
ー
夫
妻
と
は

　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・

サ
ラ
・
ス
ミ
ス
と
働
い
た
そ
の
他
の
人
々

・
・
・
・
・
Ｈ
・
キ
ャ
ロ
ル
・
ホ
ワ
イ
ト

ナ
ー
と
キ
ャ
サ
リ
ン
・E.G.

・
ホ
ワ
イ
ト

ナ
ー
〔
夫
妻
〕
は
、
ス
ミ
ス
女
史
と
と

も
に
北
海
道
で
働
き
ま
し
た
。
特
に
夫

妻
で
と
も
に
旭
川
を
拠
点
に
伝
道
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
夫
妻
は
、
一
九
一
八

ー
一
九
一
九
会
計
年
度
か
ら
一
九
二
四

年
ま
で
北
海
道
に
滞
在
し
、
一
九
二
四

年
退
任
し
ま
し
た
。
後
任
と
し
て
、
ゴ

ー
ド
ン
・
Ｋ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
夫
妻
が
、

福
井
か
ら
転
任
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

二
人
は
、
わ
ず
か
二
年
ほ
ど
旭
川
に
お

り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
異
動
が
あ
り
北

海
道
を
去
り
ま
し
た
。

▼
上
記
二
つ
の
出
典
は
、

Jam
es E. A

LLISO
N

、M
arch 2009

、

『
北
星
論
集(

社) 

第46

号
』：

M
issionaries W

ho W
orked w

ith 
Sarah C.Sm

ith (Part II)

▲

10/29 ㈯北見芸術文化ホール（開演① 10：30 ② 14：00

オン北海道株式会社、「ほっかいどう
遺産 WAON」助成の協力を得て実施

●　前売券 　一般：1,200 円
●　当日券　 一般：1,500 円前売券販売

◎北見芸術文化ホール
◎北見市民会館
◎北網圏北見文化センター
◎北見ピアソン記念館

ピアソン記念館自主事業

映画「われ弱ければ　矢嶋楫子伝」

◎　開催日時　：2022 年 11 月 27 日㈰午前の部 10 時〜 12 時 00 分（８名）
　　（予約開始は 10 月 30 日から）　  午後の部 13 時〜 15 時 00 分（７名）
◎　開催場所　：ピアソン記念館２階　北見市幸町７丁目４番 28 号　
◎　講　　師　：増井小夜子、ピアソン会ハーブ部会
◎　参加料　　：1,200 円（材料費代）。電話にて予約受付（先着 15 名で〆切）　　
◎問い合わせ　：NPO 法人ピアソン会（電話 0157-31-1215）

第 37回文化サロンdeピアソン

　
 

各
上
映
前
に
、
山
田
火

砂
子
監
督
の
舞
台
挨
拶
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。（
開
場

は
上
映
開
始
30
分
前
を
予
定
）
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編 

集 

後 

記

　

ご
承
知
の
よ
う
に
ピ
ア
ソ
ン
会
と
映
画
制
作

会
社
「
現
代
ぷ
ろ
だ
く
し
ょ
ん
」
と
の
共
催
で

で
映
画
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
の
準
備
で

７
月
・
８
月
は
大
忙
し
で
し
た
。
後
は
少
し
で

も
多
く
の
皆
様
に
映
画
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
あ
る
の
み
で
す
。

　

８
月
に
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
窓
枠
修
繕
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
魅
力
の

一
つ
で
も
あ
る
、
上
下
開
閉
式
窓
の
バ
ラ
ン
ス

取
り
重
り
ロ
ー
プ
の
修
繕
工
事
で
し
た
。
開
け

て
び
っ
く
り
、
ダ
ブ
ル
の
重
り
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。

　

ハ
ー
ブ
部
会
の
「
葉
月
展
」
と
「
モ
イ
ス
ト

ポ
プ
リ
作
り
講
座
」
が
終
了
し
ま
し
た
。
講
座

は
初
め
て
の
平
日
開
催
と
し
て
の
実
施
で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
秋
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
35
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
２
・
７
・
24　
　

　

冬
の
地
か
ら
夏
の
季
節
の
皆
様
へ

◆
厳
し
い
暑
さ
と
感
染
症
の
ぶ
り
返
し

が
あ
っ
て
も
、
皆
様
お
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
よ
う
に
。
こ
ち
ら
も
罹
患
者
多
い

で
す
。
Ｔ
さ
ん
宅
で
の
集
い
が
叶
っ
て

何
よ
り
で
す
。
今
は
冬
、
今
日
は
ジ
メ

ジ
メ
し
て
寒
く
、
屋
内
に
い
ま
す
。

◆
先
週
は
南
島
と
北
島
南
部
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
を
中
心
に
洪
水
で
、
道
路
閉
鎖
や
建

物
被
害
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域

で
の
最
悪
天
候
は
避
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
姉
サ
マ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
一
家
の
子
供

や
孫
た
ち
の
休
暇
中
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

楽
し
い
集
い
が
あ
り
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら

甥
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
来
ら
れ
た
の
は

特
別
で
し
た
。

◆
先
週
の
木
曜
日
（
７
／
21
）
弟
の
マ

ー
レ
イ
と
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
・
フ
ァ
ー

ム
・
パ
ー
ク
ま
で
散
歩
。
子
羊
誕
生
の

季
節
に
出
会
え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
生

ま
れ
て
い
て
、
天
候
は
厳
し
く
て
も
、

驚
く
ほ
ど
逞
し
い
の
で
、
全
頭
Ｏ
Ｋ
で

し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
羊
も
牛
も
戸
外
で

生
ま
れ
る
の
が
普
通
で
す
。

◆
先
日
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
北
見
時
代

に
プ
リ
ン
ト
し
た
全
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
第
二
水

準
リ
ス
ト
の
手
引
き
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
漢
字
の
読

み
と
意
味
、
語
彙
な
ど
で
、
そ
れ
ら
を

再
検
討
し
、
漢
字
の
書
き
出
し
が
終
わ

り
ま
し
た
。
元
は
篠
原
先
生
や
皆
さ
ん
、

Ｅ
Ｓ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
と
吟
味
し
た
も
の
で

し
た
。
今
回
は
全
体
の
半
数
ほ
ど
を
選

び
、
適
切
な
利
用
を
考
え
て
使
用
頻
度

の
少
な
い
も
の
を
除
き
ま
し
た
。
再
度
、

多
角
的
に
見
て
除
外
分
も
再
検
討
し
た

い
も
の
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
唯
一
の
コ

ピ
ー
が
、
古
い
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

の
感
熱
紙
な
の
で
劣
化
が
進
み
、
全
て

を
再
録
し
て
い
ま
す
が
、
第
二
水
準
は

３
３
８
８
語
あ
り
、
大
仕
事
で
す
。

◆
〝
北
見
時
代
〟
に
翻
訳
し
て
い
た
蕪

村
の
連
歌
か
ら
幾
つ
か
「
花
守
の
身
は

弓
矢
な
き
案
山
子
哉
」「
椿
折
て
き
の
ふ

の
雨
を
こ
ぼ
し
け
り
」「
細
き
灯
に
夜
す

が
ら
雛
の
光
か
な
」〈
注　

英
訳
を
省

略
〉。
北
見
の
皆
様
方
に
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
２
・
８
・
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フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら
の
挨
拶

◆
プ
ラ
ム
の
新
芽
が
出
る
前
の
枝
刈
り

作
業
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
先
週
水
曜

日
（
８
／
３
）、
５
月
以
来
の
南
下
で
し

た
。
夜
通
し
冷
え
込
ん
で
も
日
中
は
太

陽
が
明
る
く
、
離
れ
た
所
の
池
は
満
水

で
す
。
何
羽
か
の
カ
モ
を
こ
こ
で
見
た

の
は
初
め
て
で
、
写
真
を
撮
っ
た
時
に

は
残
念
な
が
ら
見
え
ず
で
し
た
。

◆
昨
日
、
従
兄
弟
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
と
後

背
地
へ
行
き
ま
し
た
。
狭
い
田
舎
道
を

何
マ
イ
ル
も
走
る
と
、
初
め
て
の
所
や

子
供
時
代
か
ら
親
し
み
深
か
っ
た
所
も

多
く
、
天
候
は
最
高
、
景
色
も
壮
大
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
羊
や
咲
き
初
め

の
春
の
花
が
。

◆
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
来
週
戻
り
ま

す
。盛
夏
の
北
見
の
皆
様
方
に
よ
ろ
し
く
。

２
０
２
２
・
８
・
29

　
　

春
の
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア

◆
お
便
り
と
写
真
、
感
謝
し
ま
す
。
北

見
教
会
墓
地
で
（
80
代
の
）
親
友
二
人

の
埋
葬
式
が
同
時
に
行
わ
れ
た
こ
と
、

ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
く
思
い
ま
し
た
。

◆
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
で
充
実
し
た
滞
在
を

終
え
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
戻
り
ま
し

た
。
林
檎
や
梨
の
手
入
れ
を
済
ま
せ
、

樹
の
下
草
刈
り
な
ど
し
た
プ
ラ
ム
は
も

う
開
花
し
そ
う
で
す
。

◆
パ
ー
マ
ス
ト
ン
ノ
ー
ス
の
旧
友
マ
ッ

ク
ス
を
訪
ね
て
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
彼

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
〝
傷
つ
い

た
土
着
の
鳥
類
〟
た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
へ
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ケ
レ
ル
や
カ
カ
や
ベ
ル
バ
ー
ド
ば

か
り
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最

古
の
爬
虫
類
で
稀
少
か
つ
独
特
な
生
物

ト
ゥ
ア
タ
ラ
な
ど
も
見
ま
し
た
。

◆
こ
こ
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
は
春
が

進
み
、
木
蓮
が
咲
い
て
い
ま
す
。
庭

の
池
で
は
睡
蓮
の
葉
が
目
立
ち
、
遠

か
ら
ず
咲
く
で
し
ょ
う
。
種
芋
を
買

い
ま
し
た
が
、
土
が
適
切
な
状
態
に

な
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
今
日
午

後
、
散
歩
が
て
ら
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア

パ
ー
ク
ま
で
親
子
の
羊
を
見
に
。
も
う

３
週
間
ほ
ど
経
ち
、
成
長
状
態
も
良

く
、
白
の
中
に
一
頭
だ
け
黒
色
の
も
い

ま
し
た
。
カ
ー
パ
ー
ク
用
道
路
に
近
い

水
た
ま
り
に
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
コ

ガ
モ
４
羽
を
連
れ
た
親
を
見
ま
し
た
。

子
育
て
に
は
、
衛
生
的
で
も
な
い
不
具

合
な
選
択
で
す
が
、
何
と
か
す
る
で
し
ょ

う
。

◆
北
見
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。

２
０
２
２
・
９
・
15

　
　

感
謝
！

◆
直
近
の
メ
ー
ル
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

逝
去
へ
の
追
悼
文
）
と
先
日
無
事
に
配

達
さ
れ
た
郵
便
物
〈
注　

Ｐ
Ｃ
添
付
不

具
合
に
よ
り
郵
送
〉、
貴
重
な
宝
物
の
新

聞
記
事
や
写
真
、
記
念
の
記
録
記
事
な

ど
感
謝
で
す
。
内
容
を
拾
い
読
み
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
こ
ち
ら
の
新
聞
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

の
死
去
に
ま
つ
わ
る
記
事
が
満
載
で
す
。

弔
意
を
表
し
て
集
ま
る
群
衆
は
、
英
国

の
普
通
の
人
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
敬
愛
の

念
を
持
っ
て
い
る
か
の
指
標
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
人
々
が
顔
を
合
わ
せ
、
声

を
聞
く
と
気
分
も
新
た
に
な
る
の
で
す
。

こ
こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
大
勢
が

そ
の
死
を
悼
ん
で
い
ま
す
。
先
日
の
郵

送
分
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ヘ

ラ
ル
ド
が
発
行
し
た
女
王
へ
の
敬
意
を

表
す
る
特
別
号
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
注　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
相
互
に
郵
送

日
数
が
未
定
。〉

◆
春
に
向
か
い
な
が
ら
も
空
気
は
ま
だ

ク
ー
ル
で
す
。
庭
の
プ
ラ
ム
の
花
が
咲

い
て
い
ま
す
が
冷
気
の
せ
い
で
ミ
ツ
バ

チ
は
待
機
中
の
模
様
。
池
の
睡
蓮
、
葉

は
目
立
っ
て
も
花
は
未
だ
見
え
ず
、
で

す
。
北
見
の
喜
ば
し
い
秋
を
満
喫
さ
れ

ま
す
よ
う
に
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

賛
助
会
員
・
団
体
会
員
・
運
営
会
員
募
集
中
！


